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Cisco Redundant Power System 2300

Cisco® Redundant Power System 2300 （RPS 2300） は、 データ、 音声、 およびビデオの統

合ネ ッ ト ワークのアベイ ラ ビ リ テ ィ を向上させます。 このシステムは、 Power over Ethernet

（PoE） を含む、 さ まざまな電源要件のための電源の冗長性および復元性を提供し ます。 RPS

2300 は、 Cisco Catalyst® 3750-E シ リーズ スイ ッ チなどのシスコ  スイ ッ チ、 およびサービ

ス統合型ルータ などのルータにシームレスなフ ェールオーバーを提供する こ とによ り、 中断

のない運用と、 デバイスの電源障害に対する保護をサポー ト し ます。

Cisco RPS 2300 は、 使い勝手のよい 1 ラ ッ クユニ ッ ト  フ ォーム フ ァ ク タ で、 接続された 6

台の 48 ポー ト  PoE デバイ スの う ちの最大 2 台に冗長電源を提供 し ます （図 1） 。 Cisco

Catalyst 3750-E または 3560-E シ リ ーズ スイ ッ チに接続し た場合、 RPS 2300 はイ ンテ リ

ジ ェ ン ト 管理機能も提供し ます。

図 1 Cisco RPS 2300

柔軟性とハイアベイ ラ ビ リ テ ィ

Cisco RPS 2300 は、 最大 2 台の接続されたネ ッ ト ワーク  デバイスに対する完全冗長化電力

供給が可能です。RPS 2300 には 2 つの電源ベイがあ り、1150 W AC または 750 W AC 電源

モジュールを収容できます。これらの電源モジュールは、Cisco Catalyst 3750-E および 3560-

E シ リーズ スイ ッ チでも使用されます。2 つの 1150 W AC 電源モジュールを使用し た場合、

Cisco RPS 2300 は、 すべてのポー ト で 15.4 W の PoE を供給する 2 台の 48 ポー ト  スイ ッ

チにバッ クア ッ プ電源を供給できます。 Cisco RPS 2300 は、 交換可能なフ ァ ン モジュール

も備えています。

使いやすさ

Cisco Catalyst 3750-E および 3560-E シ リーズ スイ ッ チに Cisco RPS 2300 を接続し た場合

は、 次のよ う な機能を通し て電源の冗長性を管理する こ とができます。

･ RPS 全体または 6 つの RPS ポー ト を個別にリ モー ト でアク テ ィ ブ モー ド または

ス タ ンバイ モー ド にする

･ 各 RPS ポー ト の優先順位の設定

･ RPS のステータ スのレポー ト （搭載されている電源の数や接続されているスイ ッ

チをバッ クア ッ プできるかど うかなど）

･ スイ ッ チのステータ スのレポー ト （接続されている各スイ ッ チの所要電力のリ ス ト

など）

･ 障害および例外の履歴レポー ト
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これらの機能は、 スイ ッ チの Command Line Interface （CLI; コマン ド ラ イ ン イ ン ターフ ェ

イ ス） 、 または Cisco Network Assistant や CiscoWorks CiscoView などの Graphical User

Interface （GUI; グラ フ ィ カル ユーザ イ ン ターフ ェ イス） ツールから利用できます。

RPS のデフ ォル ト では、到着順でフ ェールオーバーが処理されます。 デフ ォル ト の優先順位

を無効にし て、 別の優先順位をプログラムする こ とができます。 高い優先順位を持つよ う に

プログラムされたポー ト は、低優先順位のポー ト よ り も優先されます。このよ う にし て、ネ ッ

ト ワーク管理者は RPS フ ェールオーバー ポ リ シーを柔軟に定義できます。

Cisco RPS 2300 は、 障害を検出する と、 Cisco Network Assistant で監視可能なステータ ス

情報を送信し ます。 また、 Cisco Catalyst 3750-E、 3750、 3560-E、 3560、 3550、 2960、 お

よび 2950 シ リーズ スイ ッ チからは、 内部電源障害が発生し た と きに ト ラ ッ プが送信される

ので、 障害が発生し たスイ ッ チのバッ クア ッ プ電源と し て Cisco RPS 2300 を機能させる こ

とができます。

製品の導入例

Cisco RPS 2300 は、 ミ ッ シ ョ ン ク リ テ ィ カルなアプ リ ケーシ ョ ンのネ ッ ト ワーク復元力を

確保するために、 さ まざまなケースで導入できます。 図 2 は、 IP フ ォ ンや PC に接続された

スイ ッ チを持つ音声/データ統合ネ ッ ト ワークにおける Cisco RPS 2300 の導入例を示し てい

ます。 スイ ッ チの内部電源の障害が発生し たと きは、 代わり に Cisco RPS 2300 から電源が

供給されるので、 音声およびデータのネ ッ ト ワークの運用中断を防ぐのに役立ちます。 この

シナ リ オでは、 複数の PoE スイ ッ チが Cisco RPS 2300 に接続されています。

図 2 10/100 IP フ ォ ン とデスク ト ッ プ コ ンピ ュータの接続
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ワイヤリ ング ク ローゼッ ト を設計またはア ッ プグレー ド する際は、 所要電力、 特に PoE 導

入のための所要電力について考慮する必要があ り ます。 要求されるアベイ ラ ビ リ テ ィ のレベ

ルに基づいて、 電力アーキテ クチャ を選択し ます。 対策が必要な電源障害には、 主に次のよ

う なものがあ り ます。

･ ネ ッ ト ワーク  デバイスの内部電源障害

･ AC 回路の障害 （た と えば、 回路ブレーカーの ト リ ッ プ）

･ 電力会社の停電

Cisco RPS 2300 は、 最初の 2 つの問題に対処できます。 最後の問題には、 無停電電源装置

（UPS） が必要です。 AC 回路が 1 つだけの場合は （図 3）、 電力が UPS から供給されている

かど うかに関係な く 、RPS に接続されたデバイスを 2 台まで電源障害から保護できます。 も

う  1 つ AC 回路がある場合は （図 4）、電力が UPS から供給されているかど うかに関係な く 、

内部電源障害に加えて AC 主供給源の障害から も  RPS による保護が可能です。 アベイ ラ ビ

リ テ ィ を最大にするには、 RPS を常に UPS と共に使用し ます （図 5）。

図 3 Cisco RPS 2300 と接続ネ ッ ト ワーク  デバイスが同じ  AC 回路を使用

図 4 Cisco RPS 2300 と接続ネ ッ ト ワーク  デバイスが異なる AC 回路を使用
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図 5 アベイ ラ ビ リ テ ィ を最大にするために、 Cisco RPS 2300 と接続ネ ッ ト ワーク  デバイス と共に
UPS を使用

機能と利点

ハイアベイ ラ ビ リ テ ィ およびネ ッ ト ワーク  ア ッ プ タ イムの増加

･ モジュ ラ電源およびフ ァ ン モジュールによ ってアベイ ラ ビ リ テ ィ が向上し ます。

･ 60 μs 未満でフ ェールオーバーできるので、スイ ッ チ内部電源障害発生時のスイ ッ

チのリ ブー ト を回避できます。

･ Cisco RPS 2300 を Cisco Catalyst 3750-E または 3560-E シ リーズ スイ ッ チのバッ

クア ッ プ と し て使用する場合は、 リ ブー ト な し でスイ ッ チの電源に復帰する こ とが

できます。 その他のデバイスの場合は、 内蔵電源に復帰する と きに リ ブー ト する こ

とがあり ます。

･ PoE スイ ッ チだけでな く 、 従来のイーサネ ッ ト  スイ ッ チもサポー ト し ます。

･ RPS と接続デバイス とが別々の AC 回路を使用し ている場合は、バッ クア ッ プ と し

て RPS から  AC 電力を供給できます。

使いやす く 導入が容易

･ 電源がモジュール化されているため、 柔軟な構成が可能です。

･ RPS 全体または個々の RPS ポー ト を、リ モー ト でアクテ ィ ブ モー ド またはス タ ン

バイ モー ド にする こ とができます。

･ 1 ラ ッ クユニ ッ ト  フ ォーム フ ァ ク タ と なっているので、 ワイヤリ ング ク ローゼッ

ト のスペースを効率的に使用できます。

･ RPS ポー ト の優先順位およびフ ェールオーバー ポ リ シーを設定できます。

･ Cisco Catalyst 3750-E および 3560-E シ リーズ スイ ッ チに接続し た場合は、強力な

管理機能を利用できます。 Cisco RPS 2300 における以下のアク テ ィ ビテ ィ の特定

と監視を、 CLI、 CiscoWorks LMS、 または Cisco Network Assistant ネ ッ ト ワーク

管理アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て行う こ とができます。

○ スイ ッ チの接続および所要電力

○ 個々の RPS ポー ト の給電ステータ ス

○ 正味電力使用量

○ バッ クア ッ プ、 障害、 および例外の履歴

･ 稼働中でも外部デバイスおよびモジュ ラ電源の挿入が可能です。

･ 前面パネルおよび電源の LED にシステムと電源のステータ スが表示されます。
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コス ト 効率の高いソ リ ューシ ョ ン

･ 革新的な電力供給アーキテ クチャから生まれた、 コス ト 効果に優れた RPS です。

デバイスを 6 台まで接続でき、最大 2 台のデバイスをアク テ ィ ブにバッ クア ッ プで

きるので、 デバイスあた りの冗長電力供給コス ト が削減されます。

･ さ まざまな Cisco Catalyst 固定構成スイ ッ チおよび Cisco サービス統合型ルータ を

サポー ト し ます。

技術仕様

サポー ト し ている製品

･ Cisco Catalyst 3750-E シ リーズ スイ ッ チ

･ Cisco Catalyst 3560-E シ リーズ スイ ッ チ

･ Cisco Catalyst 3750 シ リーズ スイ ッ チ

･ Cisco Catalyst 3560 シ リーズ スイ ッ チ

･ Cisco Catalyst 3550 シ リーズ スイ ッ チ

･ Cisco Catalyst 2960 シ リーズ スイ ッ チ

･ Cisco Catalyst 2950 シ リーズ スイ ッ チ

･ Cisco Catalyst Express 500 シ リーズ スイ ッ チ （特定の PoE モデルのみ）

･ Cisco 3825 サービス統合型ルータ

･ Cisco 2851 サービス統合型ルータ

･ Cisco 2821 サービス統合型ルータ

･ Cisco 2811 サービス統合型ルータ

モジュ ラ電源

Cisco RPS 2300 で使用する電源は次の 2 つか ら選択で き ます。 こ れ ら の電源は、 Cisco

Catalyst 3750-E および 3560-E シ リーズ スイ ッ チでも使用できます。

･ C3K-PWR-1150WAC 電源

･ C3K-PWR-750WAC 電源

Cisco RPS 2300 は、電源が 1 台でも  2 台でも動作し ます。2 台の電源を搭載する場合は、両

方が同じ型式である必要があ り ます。 表 1 に、 Cisco RPS 2300 が同時にバッ クア ッ プでき

るスイ ッ チの数を構成別に示し ます。

表 1. Cisco RPS 2300 がアク テ ィ ブにバッ クア ッ プできるスイ ッ チの数

表 2 に、 1150 W および 750 W 電源の電源仕様を示し ます。

Cisco RPS 2300 の構成

1 × 750 W 2 × 750 W 1 × 1150 W 2 × 1150 W

1150 W 電源を搭載する Cisco Catalyst
3750E または 3560E スイ ッ チ

未サポー ト 1 1 2

サポー ト し ている その他すべてのネ ッ

ト ワーク  デバイス

1 2 1 2
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表 2. 電源仕様

表 3 は、 電源の対応表です。

表 3. 電源対応表

表 4 に、 Cisco RPS 2300 の DC 出力定格を示し ます。

表 4. 供給電力 （DC 出力定格）

1 12 V 時の RPS ポー ト あた り最大出力は 300 W です。

2 -52 V 時の RPS ポー ト あた り最大出力は 800 W です。

表 5 に、 Cisco RPS 2300 の発熱量に関する情報を示し ます。

表 5. 発熱量

項目 電源

C3K-PWR-1150WAC C3K-PWR-750WAC

最大出力電力 1150 W 750 W

入力電圧および周波数

の範囲

115 ～ 240 VAC、 50 ～ 60 Hz 100 ～ 240 VAC、 50 ～ 60 Hz

入力電流 12 ～ 6 A 10 ～ 5 A

出力定格 12V@25A および -52V@16.4A 12V@25A および -52V@8.7A

出力保持時間 最小 20 ms 最小 20 ms

電源入力レセプ タ クル IEC 320-C13 （IEC60320-C13） IEC 320-C13 （IEC60320-C13）

電源コー ド定格 15 A 15 A

LED イ ンジケータ 「AC OK」 ： 電源装置への入力電力が正し く 動作し ている

「PS OK」 ： 電源装置からの出力電力が正し く 動作し ている

Cisco Catalyst 3750-E お よ び 3560-E
シ リ ーズ スイ ッ チ と  RPS タ イプ

電源

C3K-PWR-1150WAC C3K-PWR-750WAC

48 ポー ト  PoE スイ ッ チ ○ ○

24 ポー ト  PoE スイ ッ チ ○ ○

48 ポー ト  スイ ッ チ ○ ○

24 ポー ト  スイ ッ チ ○ ○

Cisco RPS 2300 ○ ○

Cisco RPS 2300 の電源構成 DC 出力電力

12 V DC1 （W） -52 V DC2 （W）

1 × C3K-PWR-750WAC 252 W （21 A） 416 W （8 A）

2 × C3K-PWR-750WAC 540 W （45 A） 832 W （16 A）

1 × C3K-PWR-1150WAC 252 W （21 A） 800 W （15.4 A）

2 × C3K-PWR-1150WAC 540 W （45 A） 1600 W （30.8 A）

Cisco RPS 2300 の電源構成 発熱量

負荷な し （BTU/時） 最大負荷 （BTU/時）

1 × C3K-PWR-750WAC 198 724

2 × C3K-PWR-750WAC 198 1299

1 × C3K-PWR-1150WAC 198 1056

2 × C3K-PWR-1150WAC 221 1963
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表 6 に、 1150 W および 750 W 電源の物理仕様と環境仕様を示し ます。

表 6. 電源の物理仕様と環境仕様

表 7 に、 Cisco RPS 2300 の音響ノ イズ仕様を示し ます。

表 7. Cisco RPS 2300 の音響ノ イズ仕様3

3 周囲温度 35 ～ 55°C 時

製品仕様 電源

C3K-PWR-1150WAC C3K-PWR-750WAC

物理仕様 高 さ  × 幅 × 奥行 ： 4.2 × 15.24 ×

37.85 cm（1.65 × 6.0 × 14.90 イ ンチ）

重量 ： 2.6 Kg （5.6 ポン ド）

高 さ  × 幅 × 奥行 ： 4.2 × 15.24 ×
28.96 cm（1.65 × 6.0 × 11.4 イ ンチ）

重量 ： 1.8 Kg （3.9 ポン ド）

合計入力 BTU
（1,000 BTU/時 =
290 W）

3,924 BTU/時、 1150 W 4,225 BTU/時、 765 W

動作温度 -5 ～ 45°C （23 ～ 113°F）

保管温度 -20 ～ 65°C （-4 ～ 149°F）

相対動作湿度

（結露な し）

10 ～ 85% （結露し ないこ と）

相対非動作湿度

（結露な し）

0 ～ 95% （結露し ないこ と）

動作高度 3,000 m （10,000 フ ィ ー ト ） （最大 45°C）

保管高度 4,570 m （15,000 フ ィ ー ト ）

平 均 故 障 間 隔

（MTBF）

Telcordia SR-332、Method 1、Case 3 を
使用し て計算された MTBF は 300,000
時間 を 超え ま す。 MTBF 実証値は

500,000 時間です （信頼水準 90%）。

Telcordia SR-332、 Method 1、 Case 3
を 使用 し て計算 さ れた MTBF は

300,000 時間を超えます。 MTBF 実証

値は 500,000 時間で す （信頼水準

90%）。

電磁適合性認定 • FCC Part 15 Class A

• EN 55022 ： 1998 （CISPR22） Class A

• EN 55024 ： 1998 （CISPR24）

• VCCI Class A

• AS/NZS CISPR22 Class A

• CE

• MIC

• GOST

• 中国 EMC 認定

• BSMI （C3K-PWR-750WAC のみ）

安全性認定 • UL/CSA 60950-1 first edition

• EN 60950-1:2001

• IEC 60950-1:2001

• AS/NZS 60950-1

• CE

• CLEI

• CCC

• NOM （パー ト ナーおよびデ ィ ス ト リ ビ ュータ経由）

Cisco RPS 2300 の電源構成 音響ノ イズ レベル （dB）

アイ ドル時 負荷時

2 × C3K-PWR-1150WAC 48.9 57.7 ～ 66.2

2 × C3K-PWR-750WAC 51.3 59.5 ～ 66.7
Page 7 of 11008 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information.



All contents are Copyright © 1992-2

データ シー ト
寸法および重量

C3K-PWR-1150WAC または C3K-PWR-750WAC 電源な し ：

･ 高さ  × 幅 × 奥行 ： 4.5 × 44.5 × 43.6 cm （1.75 × 17.5 × 17.15 イ ンチ）

･ 高さ ： 1 RU

･ 重量 ： 4.9 Kg （10.8 ポン ド）

C3K-PWR-1150WAC 電源 2 基搭載時 ：

･ 高さ  × 幅 × 奥行 ： 4.5 × 44.5 × 52.3 cm （1.75 × 17.5 × 20.6 イ ンチ）

･ 高さ ： 1 RU

･ 重量 ： 10 Kg （22 ポン ド）

C3K-PWR-1150WAC 電源 1 基搭載時 ：

･ 高さ  × 幅 × 奥行 ： 4.5 × 44.5 × 52.3 cm （1.75 × 17.5 × 20.6 イ ンチ）

･ 高さ ： 1 RU

･ 重量 ： 7.4 Kg （16.4 ポン ド）

C3K-PWR-750WAC 電源 2 基搭載時 ：

･ 高さ  × 幅 × 奥行 ： 4.5 × 44.5 × 43.6 cm （1.75 × 17.5 × 17.15 イ ンチ）

･ 高さ ： 1 RU

･ 重量 ： 8.5 Kg （18.6 ポン ド）

C3K-PWR-750WAC 電源 1 基搭載時 ：

･ 高さ  × 幅 × 奥行 ： 4.5 × 44.5 × 43.6 cm （1.75 × 17.5 × 17.15 イ ンチ）

･ 高さ ： 1 RU

･ 重量 ： 6.7 Kg （14.7 ポン ド）

コネク タおよびケーブル接続

Cisco RPS 2300 と外部デバイス との接続 ：

･ 1.5 m （4.9 フ ィ ー ト ） RPS ケーブル

･ RPS 側の端は 22 ピン コネク タ、 スイ ッ チ側の端は次の 2 種類のコネク タ

○ Cisco Catalyst 3750-E および 3560-E シ リーズ スイ ッ チには 22 ピン コネク タ

（CAB-RPS2300-E=）

○ 他のすべての Cisco ネ ッ ト ワーク  デバイスには 14 ピン コネク タ （CAB-

RPS2300=）

･ Cisco RPS 2300 には、いずれかの種類のケーブル 1 本が付属し ています。他のケー

ブルは別途注文する必要があり ます。

Cisco RPS 2300 電源ケーブルの接続 ：

･ lC3K-PWR-1150WAC および C3K-PWR-750WAC 電源には、長さ  1.82 m（6 フ ィ ー

ト ） の 15 A ケーブル 1 本が付属し ています。

･ 国別のケーブルはオプシ ョ ン と し て注文できます。
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フ ァ ン

Cisco RPS 2300 は、 現場で交換可能なフ ァ ン モジュール （BLWR-RPS2300=） を備えてい

ます。

･ フ ァ ン モジュール寸法 ： 4.2 × 10.16 × 30.23 cm （1.65 × 6.0 × １ 1.9 イ ンチ）

･ システム フ ァ ン モジュールは、 周囲温度 45°C および高度 3,000 m、 最大負荷の

下で最大 45 立方フ ィ ー ト /分 （CFM） の能力があり ます。

･ C3K-PWR-1150WAC の 2 つのフ ァ ンはどち ら も、 周囲温度 45°C および高度

3,000 m、 最大負荷の下で最大 18 CFM の能力があ り ます。

イ ンジケータ

･ ステータ ス LED ： ス タ ンバイ/アク テ ィ ブ、 出力電力、 温度、 フ ァ ン モジュール

･ DC 出力 LED ： 6 つのチャネルそれぞれの DC 出力ステータ ス

･ 各電源のステータ ス LED ： AC 電力ステータ ス、 電源ステータ ス

アクセサリ  キッ ト

アクセサリ  キッ ト （ACC-RPS2300=） には次のものが含まれます。

･ ラ ッ ク取り付け金具

･ ネジ

･ アース ラグ

･ 接着型の脚

RPS 2300 の MTBF （平均故障間隔）

･ lC3K-PWR-750WAC 電源 2 基と ブロワー 1 基搭載時 ： MTBF 170,000 時間

･ lC3K-PWR-1150WAC 電源 2 基と ブロワー 1 基搭載時 ： MTBF 170,000 時間

･ lBLWR-RPS2300= の MTBF は 1,480,000 時間

保証

制限付き ラ イ フ タ イム保証

発注情報

･ lCisco RPS 2300 の一般的な発注構成は次のとお り です。

○ Cisco RPS 2300 （PWR-RPS2300）

○ RPS ケーブル × 1。 Cisco Catalyst 3750-E および 3560-E シ リーズ スイ ッ チ

用の CAB-RPS2300-E=、または他のすべてのネ ッ ト ワーク  デバイス用の CAB-

RPS2300= のいずれかを注文できます。 追加のケーブルは別途またはスペア と

し て注文する必要があ り ます。

○ 少な く と も  1 基の電源 （C3K-PWR-1150WAC または C3K-PWR-750WAC） 。

C3K-PWR-1150WAC はク ラス 3 （15.4W） PoE ポー ト  48 個のバッ クア ッ プが

可能、 C3K-PWR-750WAC はク ラス 3 （15.4W） PoE ポー ト  24 個またはク ラ

ス 2 （7W） PoE ポー ト  48 個のバッ クア ッ プが可能です。 注文された電源 1 基

につき 1 本の電源ケーブルが付属し ます。 電源の価格は RPS 2300 の基本価格

に含まれていないため、 別途お支払いいただきます。

○ フ ァ ン モジュール （BLWR-RPS2300=） × 1
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○ 電源ベイ仕切り板 （BLNK-RPS2300=） × 1。 Cisco RPS 2300 内を効果的に冷

却するために電源ベイ をブロ ッ ク し ます。 メ モ ： この仕切り板は、 RPS 2300

と共に電源を 1 基だけ注文し た場合に提供されます。 RPS 2300 と共に電源を

2 基注文し た場合は、 スペア と し て注文する必要があ り ます。

○ Cisco RPS 2300 アクセサリ  キッ ト （ACC-RPS2300=） × 1

･ 注文可能なスペアを表 8 に示し ます。

表 8. Cisco RPS 2300 用に発注可能なスペア

サービス とサポー ト

表 9. Cisco RPS 2300 の Cisco SMARTnet® メ ンテナンス契約

シスコが提供するサービスについての詳細は、 下記の URL を参照し て く ださい。

http://www.cisco.com/jp/services/

製品番号 説明

PWR-RPS2300 RPS 2300 シャーシ

C3K-PWR-1150WAC Catalyst 3750-E/3560-E 1150WAC 電源

C3K-PWR-750WAC Catalyst 3750-E/3560-E 750WAC 電源

BLWR-RPS2300= Cisco Redundant Power System 2300 用スペア 45CFM ブロワ

CAB-RPS2300-E= RPS 2300 Catalyst 3750E/3560E スイ ッ チ用スペア RPS ケーブル

CAB-RPS2300= Cisco Redundant Power System 2300 用スペア RPS ケーブル

BLNK-RPS2300= Cisco Redundant Power System 2300 用スペア ベイ仕切り板

ACC-RPS2300= Cisco Redundant Power System 2300 用スペア ア クセサリ  キッ ト

製品番号 説明

CON-SNT-RPS2300 SMARTnet 8x5xNBD （1 日 8 時間、 週 5 日受付、 翌営業日） Advance
Replacement Service

CON-SNTE-RPS2300 SMARTnet 8x5x4 （1 日 8 時間、 週 5 日受付、 4 時間以内） Advance
Replacement Service

CON-SNTP-RPS2300 SMARTnet 24x7x4 （1 日 24 時間、 週 7 日受付、 4 時間以内） Advance
Replacement Service

CON-S2P-RPS2300 SMARTnet 24x7x2 （1 日 24 時間、 週 7 日受付、 2 時間以内） Advance
Replacement Service

CON-OS-RPS2300 SMARTnet 8x5xNBD （1 日 8 時間、 週 5 日受付、 翌営業日） Onsite
Replacement Service

CON-OSE-RPS2300 SMARTnet 8x5x4 （1 日 8 時間、 週 5 日受付、 4 時間以内） Onsite
Replacement Service

CON-OSP-RPS2300 SMARTnet 24x7x4 （1 日 24 時間、 週 7 日受付、 4 時間以内） Onsite
Replacement Service

CON-PREM-RPS2300 SMARTnet 24x7x2 （1 日 24 時間、 週 7 日受付、 2 時間以内） Onsite
Replacement Service
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シスコシステムズ合同会社

〒 107-6227 東京都港区赤坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp

お問い合わせ先：シスコ コンタクトセンター

0120-092-255（フリーコール、携帯・PHS 含む）

電話受付時間 : 平日 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/
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